
 

議会報告会実施報告書（議長報告用） 

開 催 日 時 令和３年１１月２日（火） １８：００ ～ １８：３０ 

開 催 場 所 もちずり学習センター ２階ホール 

出 席 議 員 及 び 

役 割 分 担 

班 長：梅津 一匡       副班長：川又 康彦 

司 会：川又 康彦 

報告者：(総   務) 宍戸 一照、 （文教福祉) 鈴木 正実 

(経済民生) 渡辺 敏彦、 （建設水道) 後藤 善次 

(複合市民施設) 半沢 正典 

記録者：佐々木 優 

参 加 人 数 １７人（内訳：男性 １４人、女性 ３人） 

議 会 報 告 会 の 

報告に対する質疑 

報告に対する質疑ついては、意見交換会にて伺っているため、 

「意見交換会の概要」に併せて記載しております。 

 

令和３年１２月１５日 

 

福島市議会議長 様 

 

上記のとおり報告します。 

議会報告会 １班 班長 梅津 一匡 

 

１班 



 

意見交換会実施報告書（議長報告用） 

開 催 日 時 令和３年１１月２日（火） １８：３０ ～ １９：００ 

開 催 場 所 もちずり学習センター ２階ホール 

出 席 議 員 及 び 

役 割 分 担 

座 長：梅津 一匡 

司 会：川又 康彦 

班 員：佐々木 優、鈴木 正実、後藤 善次、山岸  清 

半沢 正典、渡辺 敏彦、宍戸 一照 

記録者：佐々木 優 

参 加 人 数 １７人（内訳：男性 １４人、女性 ３人） 

意見交換会の概要 

Ｑ１：ごみ処理について 

市はごみ減量化を進めているが、お願いのみとなっている。何年か前は出

向いて説明会があったが、効果はあまりなかったのではないか。市民への負

担が発生するが、有料のごみ袋にすれば減量化になるのではないか。 

このままであれば、ごみ処理場（置き場）を大きくし、不法投棄をなくす

取り組みが必要ではないか。 

Ａ１：ごみ問題は岐路にいる。まずは減量化に取り組む。これまでも生ごみ

の水切りで重量を減らす提案も行ってきている。 

 

Ｑ２：保育施設の問題について 

当局に問い合わせたが、行き過ぎた保育であり虐待ではないとの回答だっ

た。「行き過ぎた保育」の根拠を確認しようとしたが、個人情報だとして回答

は得られなかった。嘆願書も出ている。子どものえがお条例も作った。子ど

もを地域の宝として育てるべき。 

Ａ２：委員会に上がってきていないので、調査中なのではないか。うやむや

にならないようにしたい。 

 

Ｑ３：大波小学校の跡地利用について 

大波小学校の跡地利用がなかなか進まない。担当部長が変わると振出しに 

戻る。現状は、地権者が１６０人に上るということで、さらに困難になって

いる。寝た子を起こして処理をするのはどうなのか。職業訓練校として利用

したかったが、雨漏りがはじまり、改修するためには１億３千万円かかると

のこと。この査定も誰が行ったのかわからない。使わなければどんどん傷ん 



意見交換会の概要 

 

でいく。条例を制定して進められないか。せめて、問題が解決するまでは、

担当者を変えないでほしい。また議会は、少子化対策を進めてほしい。 

Ａ３：跡地利用は重要。地権者の件については情報の認識がなかった。職員

の引継ぎをしっかり行うことを求める。 

 

Ｑ４：地域の道路改修について 

旧保原街道のカラー舗装が大旦の手前で終わってしまっている。工事の予

定はあるのか。ちょっとした段差でも躓くので、バリアフリーにしてほしい。 

Ａ４：（地元町会長さん） 

当木までの予定で縁石を撤去してカラー舗装をすすめてきたが、自治振対

応ではない。現在は、八街市の事故から、縁石を撤去することで安全が保た

れるか確認中につき、ストップしている。町会の方に状況を伝えきれていな

かった。 

 

Ｑ５：通学路緊急安全対策について 

あちこちでカラー舗装やポールを立てている。安全対策が大事。通学路の

安全対策として４カ所実施となっているが、どこか。 

Ａ５：小学校管内で余目、北沢又、三河台、月輪の４カ所。大通りへの抜け

道でスピードを出しやすいところ、歩行者との距離が取りにくいところを工

夫して行っていく。今後も住民の声に基づいた安全対策が必要。 

 

Ｑ６：ごみ減量化について 

福島市のゴミは、可燃、不燃などどういったものが多いのか。 

分別をしっかりやる人、やらない人の差がある。テレビ等も使ってしつこ

いくらい分別について広報を行うべき。ごみ排出のモラル向上をさせて、減

量化を。ごみ置き場も道路が多い。検討すべきではないか。 

町内会の当番が大変なので、ごみ分別の共通認識をもつ工夫を。 

Ａ６：しつこいくらい広報を積み重ねて減量していくことを求める。 

生ごみの水分が多いことと、紙ごみが多い。支所で水切りキットの配布、

環境フェスタでも配布している。 

生ゴミは全体で４２％、紙ごみ２０％。雑紙回収をはじめている。経過を

みながら意見・提言していく。 

 

 

 



意見交換会の概要 

Ｑ７：市民センター、コンベンションホールについて 

トイレはＬＧＢＴ、障がい者等利用しやすいような設置、配置が必要。生

理用品もおくべき。 

Ａ７：市民センターはほぼ設計が出来、コンベンションホールは今後。推

移をみながら機会があるごとに報告していきたい。 

 

 

令和３年１２月１５日 

 

福島市議会議長 様 

 

上記のとおり報告します。 

 

議会報告会 １班 班長 梅津 一匡 

 


